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調 査 業 者 名 主 任 技 師 地質調査技士

登 録 番 号 ：
地質調査技士
登 録 番 号 ：
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事 業 ・ 工 事 名

調 査 名 令和5年度　委産商工第1号　益城町産業団地開発実施設計業務委託 

北 緯   32ﾟ 47' 58.2300" 

東 経  130ﾟ 47' 33.0300" 

株式會社 オオバ九州支店  佐久間敦之       緒方凌介 金子 博信 田中敏治

試 錐 機 YBM-05
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ボ ー リ ン グ 名 No.1

発 注 機 関  益城町                                             

孔 口 標 高
 ＴＰ  

 38.35m 

調 査 期 間   令和5年11月14日～ 令和5年11月20日 

調 査 位 置  熊本県上益城郡益城町大字　福富・惣領　地内                   

電 話  092-714-7523 
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クロボク質の均質な火山灰質粘性土｡
表層1m程度は耕作土｡
GL-1m以深は茶灰色を帯びる｡
草根及び少量の微細砂を混入｡
含水量は少｡粘性は弱い｡
土塊は指圧で容易に崩れる｡

均質な火山灰質粘性土｡砂分を殆ど混入しない｡
含水量は少｡粘性は強い｡土塊は指圧で容易に
潰れる｡コアは強い指圧で崩れる｡

均質な火山灰質粘性土｡細砂～中砂を少量混入｡礫の
混入は殆ど無い｡含水量は少｡粘性は強い｡
コアは強い指圧で凹む｡     
径3～10mmの硬質な亜円礫を混入｡径5mm以下の礫が
多い｡基質は粘土質細砂｡部分的に粗粒分が減少し､
礫混り砂質粘性土状になる｡上部は粘性土分が多く
若干の粘性がある｡含水量は少～中位｡試料の擂潰
しで水分が僅かに滲む｡ 
ほぼ均質な火山灰質粘性土｡砂分を少量混入｡砂分
は細砂～中砂が主｡底部に少量の礫を混入｡含水量
は中位～やや多い｡粘性は強い｡
コアは強い指圧で凹む｡          
径3～5mmの硬質礫を混入｡礫分は上部に多い｡砂分
はスコリア質黒色細砂が主｡粘性土分は少なく､
粘性はない｡分級はやや良好｡         
比較的均質な火山灰質粘性土｡砂分はスコリア質
細砂～中砂が主で､軽石質砂が混在｡含水量は中位
～やや多い｡粘性は強い｡試料の擂潰しで水分が
滲む｡コアは指圧で容易に凹む｡           
礫分を混入する火山灰質粘性土｡径3mm程度の小礫
が点在｡砂分は殆ど混入しない｡含水量は中位～
やや多い｡粘性は強い｡試料の擂潰しで水分が滲む｡
コアは指圧で容易に崩れる｡ 
礫･砂分を混入する火山灰質粘性土｡径3～20mmの硬
質亜角～亜円礫を混入｡下部は礫径･混入量が増大｡
砂分は細砂～中砂が点在する程度｡含水量は中位｡
粘性は強い｡試料の擂潰しで水分が滲む｡            

径3～30mの角礫を混入するが､径3～5mmの
小礫が多い｡
硬質礫を主とするが､劣化礫も混在｡
基質は細砂～中砂｡細粒分は少なく､分級は
やや良好｡
下部は茶灰色を帯びる｡含水量は少ない｡

礫･砂分を混入する火山灰質粘性土｡

礫分は径3～5mmの礫を主とし､径10mm程度の

礫が点在｡

粗粒の礫は劣化したものが多い｡

細粒の礫はスコリア質礫を主とし､軽石質礫

が混在する｡

砂分は中砂～粗砂が主｡

礫・砂分と基質は密着する｡

含水量は多ｸ､粘性は強い｡

試料の摺り潰しで水分が滲む｡

コアはやや強い指圧で凹み､崩れる｡

下位層との境界は明瞭｡

砂分を混入する火山灰質粘性土｡砂分は細砂が主｡
径3～5mmの小礫が点在｡
含水量は中位｡粘性は強い｡
試料の擂り潰しで水分が僅かに滲む｡
下部は含水量 がやや減少する｡
コアは指圧で容易に凹む｡土塊は指圧で潰れる｡       

礫及び砂分を混入する火山灰質粘性土｡径3～5mm
の小礫を混入｡砂分は細砂～中砂が主｡粘性土分
を多く混入し､粒径幅は広い｡含水量は少｡粘性は
弱い｡試料の擂り潰しで水分が僅かに滲む｡
コアは強い指圧で崩れる｡     

粘性土分を多く混入する火山灰質砂質土｡
径3mm程度の礫が点在する｡砂分は細砂～中砂
が主｡スコリア質の砂が多い｡粘性土分を多く
混入｡粒径幅は広い｡下部は粗粒分がやや増加｡
含水量は少なく､粘性は弱い｡底部は含水量が
増加し､粘性が強くなる｡コアは指圧で崩れる｡
GL-19m付近より湧水する｡     

均質な火山灰質粘性土｡含水量は中位～少｡粘性は
弱い｡細砂を小量混入｡コアは強い指圧で崩れる｡
下位層との境界は明瞭｡      

礫及び火山灰質粘性土を混入する砂質土｡

径3～10mmの亜角礫を混入｡

礫質は概ね硬いが､劣化礫も混在｡

砂分は細砂～中砂が主｡

粘性土分を多く混入し､粒径幅は広い｡

礫と基質は概ね密着する｡

含水量は少｡試料の擂り潰しで少量の水分が

滲む｡

コアは強い指圧で概ね崩れるが､半ば固結し

指圧では変形しない部分も混在する｡

GL-23m付近は含水量が増加し､粘性が強く

なる｡

GL-24m付近より色調が暗色化する｡

L=10～30cmのコアとなるが､岩質は極めて脆い｡

コアは指圧では変形しないが､コアの端面や

土塊は強い指圧で崩れる｡

岩体には径3～30mmのスコリア質角礫を多く

混入するが､径10mm程度の軽石質角礫も混在｡

礫分は多いが、径3～5mm程度の小礫が主体｡

硬質な礫と劣化した礫が混在する｡

基質はシルト質砂｡

砂分は細砂が主｡

粘性土分を多く混入し､粒径幅は広い｡

含水量は少ない｡

礫と基質は密着するが､境界は明瞭である｡         
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登 録 番 号 ：
地質調査技士
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事 業 ・ 工 事 名

調 査 名 令和5年度　委産商工第1号　益城町産業団地開発実施設計業務委託 

北 緯   32ﾟ 47' 54.9300" 

東 経  130ﾟ 47' 30.9100" 

株式會社 オオバ九州支店  佐久間敦之       緒方凌介 金子 博信 谷口輝和
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ボ ー リ ン グ 名 No.2

発 注 機 関  益城町                                             
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 ＴＰ  

 36.71m 

調 査 期 間   令和5年11月 7日～ 令和5年11月14日 

調 査 位 置  熊本県上益城郡益城町大字　福富・惣領　地内                   

電 話  092-714-7523 
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ローム質の均質な粘性土｡含水量は少｡粘性は弱｡
上部に草根を混入｡コアは強い指圧で凹む｡

11/7,8

火山灰質の均質な粘性土｡含水量は少なく､
粘性はない｡底部に細砂及び暗褐色粘性土塊を
混入｡コアはやや強い指圧で凹む｡草根を混入｡         

火山灰質の砂質土が主｡径2～5mmの礫を小量混入｡
砂分は細砂が主｡粘性土分を多く混入し､粒径幅
は広い｡含水量は少｡GL-2.6～-2.8m間は粘性土分が
減少し､径10mm以下の亜円礫及び中砂～粗砂を主
とする礫混り砂となる｡        

火山灰質の粘性土｡径3～5mmの礫が点在｡
スコリア及び軽石質の中砂～粗砂を混入｡
淡茶灰色の凝灰質粘性土塊を挟む｡
含水量は中位｡粘性は強い｡
試料の擂り潰しで水分が滲む｡
コアは指圧で容易に凹む｡         

火山灰質砂質土｡径3～10mmの亜円礫を混入｡頂部
は礫・粗粒の砂分が多い｡礫は風化礫が主｡頂部
に硬質礫を多く混入｡砂分は細砂が主｡粘性土分
を多く混入｡粒径幅は広い｡含水量は中位｡試料の
擂り潰しで水分が滲む｡若干の粘性あり｡
コアは指圧で崩れる｡      
火山灰質粘性土｡ほぼ均質｡細砂～中砂を混入｡
粘性は強｡コアは指圧で容易に凹む｡黒色粒子を
多く混入｡下位層との境界は明瞭｡
火山灰質粘性土｡比較的均質｡底部に径2～3mmの
礫を混入｡細砂～中砂を小量混入｡含水量は中位｡
試料の擂り潰しで水分が滲む｡
火山灰質砂質土｡黒色の細砂～中砂が主｡径3～
5mmの概ね指圧で崩れる風化礫を混入｡粘性土分
を多く混入し､粒径幅は広い｡含水量は中位｡試料
の擂り潰しで水分が僅かに滲む｡底部に厚さ1cm
程度の火山灰質粘性土薄層を挟む｡コアは強い
指圧で僅かに凹む程度｡     

GL－8.1～-9.5m間は､堅硬なコアとなる安山岩質
転石｡転石には径1mm程度の気泡が多く入るが､
端面の変色や劣化はない｡L=10cm程度のコアとな
る玉石も混在｡玉石は概ね硬質であるが､劣化し
た玉石も混在｡礫分は径3～10mmの角礫が主｡若干
劣化した礫が多い｡基質はシルト質砂｡砂分は中
砂～粗砂が主｡火山灰質粘性土を多く混入｡含水
量は中位～やや多い｡転石・玉石・礫と基質は
密着｡コアは強い指圧で概ね崩れるが､下部は
硬質化｡下部は粗粒の砂が主｡礫質も硬質化｡              

火山灰質砂質土｡細砂～中砂が主｡径3mm程度の礫
も混在｡上部はスコリア質砂が多く､下部は軽石
質砂と礫が増加｡火山灰質粘性土・軽石質礫を
混入｡上部は砂分が少なく､半ば固結した粘性土
化｡GL-12.5m付近より粗粒化｡中砂～粗砂が増加｡
含水量は中位～やや少｡GL-12m付近は含水量が
増加し､軟質化｡下部は含水量が増加｡下部は試料
の擂り潰しで水分が僅かに滲む｡粘性は強い｡
コアは指圧で僅かに凹む程度｡部分的に軟質化し
指が貫入｡              

ほぼ均質な火山灰質粘性土｡
半ば固結し､コアは指圧で変形しない｡
少量の砂及び礫分を混入｡
含水量は少なく、粘性は弱い｡
土塊は強い指圧で崩れる｡
下部は礫分が若干増加｡      

火山灰質礫質土｡半ば固結し､コアは指圧で変形
しない｡径3～10mmの角礫が主｡風化礫と径10mm±
の硬質礫が混在｡基質は赤褐色のシルト質砂｡
細砂を主とするが､粘性土分を多く混入｡
含水量は少｡礫と基質は密着し､一体化｡
礫と基質の境界は明瞭｡          
火山灰質砂質土｡粗粒の細砂が主｡中砂が混在｡
GL-17m付近は粗粒化し､中砂が主｡粗粒の砂分は
風化砂が主｡含水量は少｡粘性土分を多く混入し､
粒径幅は広い｡粘性はない｡コアは指圧で容易に
崩れる｡D=1cm±の火山灰質粘性土薄層を挟む｡
火山灰質砂質土｡砂分は細砂～中砂が主｡粗砂～
径5mm±の小礫が混在｡粘性土分が多く､粒径幅は
広い｡細粒分と粗粒分は密着｡コアは強い指圧で
崩れる｡
火山灰質粘性土｡頂部を除き混入物は少｡
ほぼ均質｡土塊は指圧で崩れる｡含水量は少｡
粘性は弱｡試料の擂り潰しで水分が僅かに滲む｡                             

火山灰質砂質土｡
径3～30mm超の亜角礫～角礫を混入｡
径10mm超の礫は概ね劣化する｡
礫と基質は概ね密着する｡
礫分は比較的多いが､径10mm以下の小礫が主｡
砂分は細砂～中砂が主｡
粘性土分を多く混入し､粒径幅は広い｡
含水量は少｡
試料の擂り潰しで水分が滲む部分あり｡
コアは概ね指圧で崩れるが､部分的に固結し､
指圧で崩れない部分も混在｡
色調の変化が大きい｡
GL-19～-20m間は赤色を帯びる｡
GL-21m以深は暗茶灰色化する｡             

L=10～30cmのコアとなるが､岩質は極めて脆い｡
頂部を除き､コアは指圧では変形しない｡
攪乱試料の土塊は､指圧で崩れシルト質砂化｡
含水量は少ない｡
岩体は径3～20mmの角～亜角礫が主｡
礫分はスコリア質礫を主とするが､岩片及び
軽石質礫も混在する｡
岩片質礫は概ね細粒｡
スコリア及び軽石は若干劣化する｡
基質はシルト質砂｡
砂分は細砂～中砂が主｡
基質と礫は密着｡
礫と基質の境界は明瞭｡           
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礫混り
砂質粘土

淡茶灰

クロボク質の均質な火山灰質粘性土｡

表層の耕作土を含む｡

茶灰色の火山灰質粘性土塊を混入する｡

含水量は少なく､粘性はない｡

コアは強い指圧で凹み､崩れる｡

下位層との境界は明瞭｡

均質な火山灰質粘性土｡少量の中砂が点在｡含水量
は中位｡若干の粘性あり｡コアは強い指圧で凹む｡
黒褐色のクロボク質粘性土中に､茶灰色の火山
灰質粘性土塊が混在｡均質で粗粒分の混入は殆
どなし｡含水量は中位｡粘性はやや強い｡

ほぼ均質な火山な火山灰質粘性土｡粗粒分は中砂

が点在する程度｡含水量は中位｡粘性は弱い｡試料

の擂り潰しで水分が滲む｡コアは強い指圧で凹む｡   

細砂～中砂を混入する比較的均質な火山灰質

粘性土｡

GL-5.6～-6.0m間は中砂を多く混入｡

含水量は中位～多い｡

若干の粘性あり｡

試料の擂り潰しで少量の水分が滲む｡   

径5～10mmの劣化亜角礫を混入｡砂分は細砂が主｡
含水量は中位｡粘性は強い｡    
比較的均質な火山灰質粘性土｡径3～5mmの角礫が
点在｡砂分は細砂を主とするが混入量は少ない｡
含水量は中位～やや多い｡粘性は強い｡
試料の擂り潰しで水分が滲む｡

礫・砂分を混入する火山灰質粘性土｡径 3～10mm
の角礫を混入｡下部は礫分が若干増加｡砂分は
細砂を主とするが混入量は少｡含水量は中位｡
粘性は強い｡コアは指圧で凹む｡   
火山灰質粘性土を多く混入する礫質土｡GL-9.5m
付近より暗色化｡径3～20mm(最大50mm超)の角礫を
混入｡礫質は概ね硬く､混入量は多い｡基質は粘土
質砂｡砂分は細砂を主とし､中砂・粗砂が混在｡
礫と基質は密着｡含水量は中位～多い｡若干の粘
性あり｡コアは強い指圧で崩れる｡
淡黄灰色部に褐色部の土塊を挟む｡礫分は､径3～
5mmのスコリア質の黒色礫が主｡褐色部には礫分
を多く混入｡砂分は細砂～中砂が主｡粘性は強い｡
コアは指圧で凹む｡       
灰色を呈する火山灰質粘性土｡径3mm程度の礫を
小量混入｡砂分は細砂が主｡中砂～粗砂が混在｡
砂分は多い｡含水量は多い｡粘性は強い｡試料の
擂り潰しで水が滲む｡コアは指圧で僅かに凹む｡
灰白色を呈する火山灰質粘性土｡径3～5mmの亜円
礫を混入｡黒色礫が多い｡砂分は細砂が主｡含水量
は多い｡粘性は強い｡風化軽石質の白色粘性土塊
を混入｡コアは指圧で凹む｡           
火山灰質粘性土を多く混入する砂質土｡径3～5mm
の亜角礫を混入｡黒色礫と淡茶灰色礫は､ほぼ等
量｡礫分は多い｡砂分は細砂～中砂を主とし､比
較的粗粒｡火山灰質粘性土を多く混入｡含水量は
中位～多い｡粘性はない｡

火山灰質粘性土を多く混入｡径3～15mmの角礫を
混入｡径3～5mmの小礫が主｡GL-15.5m以深は径10mm
程度の礫が多い｡黒色のスコリア質礫を主とし､
淡灰色の軽石質礫が混在｡砂分は細砂が主｡含水
量は少～中位｡粘性は弱｡コアは指圧で崩れない｡
径3～10mmの角礫を多く混入｡基質はシルト質
細砂｡下位層との境界は明瞭｡       
半ば固結する火山灰質粘性土｡径5mm程度の角礫
が点在｡砂分は細砂が主｡礫と基質は密着｡含水量
は中位｡粘性は弱｡試料の擂り潰しで水分が滲む｡
コアは指圧では変形しない｡      
火山灰質粘性土を多く混入｡半ば固結｡径3～20mm
の角礫を混入｡砂分は細砂が主｡含水量は少｡
コアは指圧で崩れる｡
礫・砂分を混入する火山灰質粘性土｡径5mm程度
の角礫を小量混入｡砂分は細砂が主｡含水量は
中位｡若干の粘性あり｡試料の擂り潰しで少量の
水分が滲む｡コアは強い指圧で崩れる｡             
礫・砂分を混入する火山灰質粘性土｡径5～10mm
の亜角礫を混入｡劣化礫が多い｡砂分は細砂が
主｡含水量は中位｡粘性は強い｡試料の擂り潰し
で少量の水分が滲む｡コアは指圧で崩れる｡
固結した均質な火山灰質粘性土｡粘性は弱い｡
コアの指圧変形はなし｡下位層との境界は明瞭｡

粘性土分を多く混入する火山灰質砂質土｡
径3～20mm(最大50mm超)の亜角～亜円礫が多い｡
風化岩質の礫を主とするが､GL-21.8m付近より
スコリア質の黒色礫が増加し､色調が暗色化｡
砂分は細砂が主｡
粘性土分を多く混入｡
礫と基質は密着する｡
含水量は中位｡
若干の粘性あり｡
試料の擂り潰しで少量の水分が滲む｡
コアは中位～強い指圧で崩れる｡    

半ば固結する火山灰質砂質土｡径3～20mmの
スコリア質黒色角礫を多く混入｡径3mm程度の
軽石質と岩片質礫が混在｡砂分は細砂～中砂
が主｡礫と基質は密着｡含水量は中位｡試料の
擂り潰しで少量の水分が滲む｡
コアは指圧では概ね変形しない｡   

L=10～20cmのコアとなるが､岩質は極めて脆い｡

コアは指圧では変形しないが､コアの端面は強

い指圧で崩れる｡

岩体には径3～20mmの亜角～亜円礫を多く混入｡

礫分は径3～10mmの礫が主｡

スコリア質の黒色礫を主とするが､軽石質の

淡灰色礫も混在｡

基質はシルト質砂｡

砂分は細砂～中砂が主｡

礫と基質は密着するが､境界は明瞭｡

含水量は少～中位｡               
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表層1.0m程度は耕作土｡

クロボク質の均質な粘性土｡含水量は少｡

粘性はない｡草根混入｡少量のプラスチック

片が点在｡コアは指圧で容易に崩れる｡

GL-1.9m付近は褐色を帯び､粘性土分が

増加する。

均質な火山灰質粘性土｡

黒色の細砂を少量混入｡

下部は砂分がやや粗粒となる｡

GL-2.5m付近にクロボク質の黒褐色火山灰

質粘性土塊を混入｡

含水量は少｡

若干の粘性あり｡

試料の擂り潰しでは水分は殆ど滲まないが､

下部は含水量が若干増加し､試料の擂り潰し

で水分が僅かに滲む｡

コアは強い指圧で凹む｡

土塊は指圧で容易に潰れる｡

ＧＬ-3m付近はやや硬質化し､径20mm程度の

クロボク質粘性土塊を混入｡

礫・砂分を混入する火山灰質粘性土｡径3～15mm
の亜角～亜円礫を混入｡径3～5mmの小礫が多い｡
礫質は硬い｡砂分は細砂が主｡含水量は中位～
やや多い｡粘性は弱い｡試料の擂り潰しで水分
が滲む｡コアは強い指圧で凹む｡土塊は強い
指圧で崩れる｡              
ほぼ均質な火山灰質粘性土｡少量の砂分を混入｡
砂分は細砂～中砂が主｡含水量は中位｡粘性あり｡
試料の擂り潰しで水分が滲む｡径2mm程度の
暗青灰色粘性土塊が点在｡
礫及び粘性土を多く混入する火山灰質砂質土｡
径3～50mmの亜円礫を混入｡径5mm以下の礫が多い｡
礫分は硬質礫と劣化礫が混在｡砂分は細砂～中砂
を主とするが､混入量は少ない｡含水量は中位～
やや多い｡粘性は強い｡試料の擂り潰しで水分が
滲む｡コアは指圧で凹み､崩れる｡      
火山灰質粘性土を多く混入する礫質土｡
頂部5cm±は暗褐色を呈し､半ば固結｡径3～20mm
の亜角礫を混入｡礫分は多いが､径10mm以下の小礫
が主｡礫分は硬質礫と劣化礫が混在｡基質は粘土
質砂｡砂分は細砂～中砂が主｡上部の砂分は少｡
礫と基質は密着｡含水量はやや多い｡若干の粘性
あり｡試料の擂り潰しで水分が滲む｡GL-11ｍ付近
は粘土分が増加｡コアは強い指圧で崩れる｡         
灰白色を呈する火山灰質砂質土｡粘性土分を多く
混入し､部分的に礫混り砂質粘土状となる｡
GL-11.8m 付近までは褐色を帯びる｡径3～20mmの
亜角礫を混入するが､径3mm程度の小礫が多い｡
砂分は中砂～粗砂が主｡粗粒の砂分が多い｡粘性
土分を多く混入し､粒径幅は広い｡含水量は中位｡
粘性は中位～強い｡試料の擂り潰しで水分が滲む｡
GL-13.8m付近までは､含水量は多く､軟質で粘性は
強い｡コアは質で容易に凹む｡GL-13.8m以深は､
粗粒の砂分が増加｡コアは硬質化し､含水量が減少｡
下位層との境界は明瞭｡            

半ば固結する火山灰質砂質土｡径3～5mmの亜角礫
が点在｡砂分は微細砂が主｡粘性土分が多く､粒径
幅は広い｡礫と基質は密着｡含水量は少｡粘性なし｡
コアは指圧では変形しない｡        

暗赤褐色を呈する半ば固結した火山灰質砂質土｡
径3～10mmの亜角礫を混入｡劣化礫が多い｡礫と
基質は密着｡砂分は細砂～微細砂が主｡粘性土分
を多く混入｡含水量は少｡コアの指圧変形はなし｡

径3～20mmの角礫を主とする火山灰質礫質土｡
劣化した礫が多い｡
基質はシルト質砂｡
砂分は微細砂～細砂が主｡
粘性土分を多く混入｡礫と基質は密着｡
含水量は中位｡粘性は弱｡
試料の擂り潰しで水分が滲む｡
コアは指圧で崩れる｡          

均質な火山灰質粘性土｡混入物は殆どなし｡
含水量は少｡若干の粘性あり｡コア及び土塊は
指圧で崩れる｡下位層との境界は明瞭｡    

径3～10mmの亜角礫を混入する火山灰質砂質土｡

上位層との境界は明瞭。

GL-20m付近までは礫分が少ないが､以深は礫分

が増加するが､劣化した礫が多い｡

GL-24.5m付近より黒色の礫が増加し､色調が

暗色を帯びる｡

礫と基質は密着する｡

砂分は微細砂～細砂が主｡

部分的に砂分が減少し､礫混り砂質シルト状

になる｡

粘性土分を多く混入し､粒径幅は広い｡

含水量は少なく､粘性は弱い｡

試料の擂潰しで水分が滲む｡

GL-24.5ｍ付近に厚さ1cm程度の黒色細砂の薄層

を挟む｡

土塊は指圧で崩れる｡

コアはやや強い指圧で崩れる｡             

L=50cm程度のコアとなるが､コアは10～20cm程度

に割れやすい｡

岩質は極めて脆く､コアの端面は強い指圧で

崩れるが､コアは指圧では変形しない｡

岩体には径3～30mmの亜角礫を多く混入｡

径3～5mmのスコリア質礫が多く､軽石質の礫も

混在する｡

基質はシルト質細砂｡

礫と基質一体化するが､境界は明瞭｡

土塊は強い指圧で崩れ､礫混りシルト質細砂状

となる｡

含水量は中位～少ない｡
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
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地質調査技士
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事 業 ・ 工 事 名

調 査 名 令和5年度　委産商工第1号　益城町産業団地開発実施設計業務委託 

北 緯   32ﾟ 47' 49.3400" 

東 経  130ﾟ 47' 32.6100" 

株式會社 オオバ九州支店  佐久間敦之       緒方凌介 金子 博信 谷口輝和

試 錐 機 YBM-05
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発 注 機 関  益城町                                             

孔 口 標 高
 ＴＰ  

 33.88m 

調 査 期 間   令和5年11月29日～ 令和5年12月 8日 

調 査 位 置  熊本県上益城郡益城町大字　福富・惣領　地内                   

電 話  092-714-7523 

調査目的及び調査対象
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砂混り
シルト質
粘土

クロボク質の火山灰質粘性土｡
表層は耕作土｡
粗粒分の混入は殆ど無く均質｡
含水量は少｡粘性はない｡
土塊は指圧で崩れる｡
試料の擂潰しで水分は滲まない｡

ほぼ均質な火山灰質粘性土｡
含水量は少～中位｡試料の擂潰しで水分は
滲まない｡粘性は弱いが､下部は含水量が
増加し､粘性が強くなる｡
GL-2.6m付近にクロボクの薄層を挟む｡
下部に少量の砂分を混入｡
コアは強い指圧で凹む｡

少量の砂分を混入する火山灰質粘性土｡頂部10cm
程度は暗色を帯び､やや硬い｡少量の細砂を混入｡
下部は砂分が増加｡粘性は強い｡淡灰色の凝灰質
粘土塊を混入｡コアは強い指圧で崩れる｡ 
少量の砂及び礫を混入する火山灰質粘性土。
比較的均質｡砂分は細砂が主｡径5～7mmの礫
を少量混入｡含水量は少～中位｡下部は含水量
が増加し､粘性が強くなる｡粘性は強い｡
コアは強い指圧で凹む｡  
礫及び砂分を混入する火山灰質粘性土｡径3～
5mmの亜円礫を混入｡砂分は黒色のスコリア質
細砂～中砂が多いが､淡灰色の軽石質中砂も
混在｡礫及び砂分を不規則に混入｡含水量は
中位～多く､粘性は強い｡試料の擂潰しで水分
が滲む｡GL-5.7～-5.8m間は暗褐色を帯びる｡
GL-6.7m付近より礫が増加｡コアは指圧で凹む｡       

火山灰質粘土を多く混入する礫質土｡径3～
10mm程度の亜円礫を主とするが､径3～5mmの
角礫が多い｡礫は劣化した礫を主とするが､
GL-7.6～ -7.8m間は径50～100mmの硬質な亜円
礫を多く混入｡基質は粘土質砂｡砂分は細砂を
主とするが､粗粒の砂分も混在｡粘性土分が
多く､粒径幅は広い｡礫と基質は密着｡含水量は
中位～多く､粘性は強い｡試料の擂潰しで水分
が滲む｡コアは強い指圧で凹む｡
下位層との境界 は明瞭｡             

灰白色を呈する火山灰質粘性土｡砂及び小礫
を多く混入｡径3～10mmの角礫を混入するが､
径3mm程度の小礫が多い｡礫質は若干劣化する
が概ね硬い｡砂分は細砂～中砂が主｡黒色の
スコリア質砂が多い｡下部に白色の粘性土塊
を混入｡含水量は中位｡粘性は強い｡試料の
擂潰しで水分が滲む｡コアは強い指圧で凹む｡    

灰白色を呈する火山灰質粘性土｡

砂及び小礫を多く混入｡

径3～10mmの亜角礫を混入｡

劣化した礫が多いが礫質は概ね硬い｡

砂分は黒色のスコリア質細砂～中砂が主｡

灰白色の粘性土塊を多く混入｡

含水量は多く､粘性は強い｡

試料の擂潰しで水分が滲む｡

土塊は指圧で潰れる｡         

灰白色を呈する火山灰質礫質土｡径3～20mmの
亜円～亜角礫を混入｡径10mm超の礫は､やや
劣化した軽石質の礫が多い｡小礫は黒色の
スコリア質礫が主｡基質はシルト質砂｡砂分は
細砂～中砂が主｡粘性土分が多く､粒径幅は
広い｡礫と基質は密着｡含水量は中位～多い｡
粘性は弱い｡試料の擂潰しで水分が滲む｡
コアは指圧では変形しない｡
下位層との境界は明瞭｡      
半ば固結したほぼ均質な火山灰質粘性土｡
コアは指圧で変形しない｡径10mm程度の礫及
び中砂を少量混入｡含水量は少～中位｡粘性
は弱い｡試料の擂潰しで水分が少量滲む｡

礫及び砂分を混入する火山灰質粘性土｡
径3～10mmの亜円礫を混入｡劣化礫が多い｡
砂分は細砂～中砂が主｡粗粒の砂分は多く
は劣化する｡含水量は中位｡試料の擂潰し
で水分は滲まない｡
粘性は弱い｡コアは指圧で崩れる｡

礫及び砂分を多く混入する火山灰質粘性土｡

径3～10mm(最大50mm超)の亜角礫～亜円礫を

混入｡

礫分は多いが､径10m以下の礫が主体｡

礫は概ね劣化するが､硬質な礫も混在｡

砂分は細砂～中砂が主｡

含水量は中位｡

粘性は強い｡

試料の擂潰しで少量の水分が滲む｡

礫と基質は密着する｡

コアは指圧で崩れる｡      

半ば固結し､コアは指圧では概ね変形しないが､
一部は強い指圧で崩れる｡
径3～15mmのスコリア質の黒色角礫を多く混入｡
劣化し粘性土化した径10mm以下の軽石質角礫が
混在する｡礫分は多い｡
礫と基質は密着する｡礫の境界は明瞭｡
砂分は細砂が主｡
含水量は中位｡
試料の擂り潰しで少量の水分が滲む｡ 

GL-28m付近まで色調がやや淡い｡

L=10～20cmのコアとなるが､岩質は極めて

脆くコアの端面は指圧で崩れる｡

礫分は径3～30mm(最大50mm超)の亜円礫～

亜角礫が主｡

礫分は多いが､径10mm以下の礫が多い｡

黒色のスコリア質礫を主とし､軽石質及び

岩片質礫が混在する｡

軽石質礫は劣化したものが多い｡

基質はシルト質砂｡砂分は細砂を主とし､

中砂が混在｡ 含水量は少～中位｡

礫と基質の境界は明瞭で､密着する｡

軟
い

中
位

極
軟
い

極
軟
い

中
位

極
軟
い

中
位
～
緩
い

硬
い

中
位
～
硬
い

中
位

固
結
～
極
硬
い
～
固
結

3.60

5.50

透
水
試
験

3.00

ト
リ
プ
ル

2.00

U5-1

5.20

4.50

U5-2

14.40

13.50

U5-3

ト
リ
プ
ル

ト
リ
プ
ル


